



A System to build brand of agricultural product 
.Approaching by the case ofMelon ー
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Recently it is a Japanese government policy of encouraging agricultu1'al p1'oduce1's to go into 
supplying, producing and distribution, called "8江thindustrialization of agricultu1'e" has been p1'oposed 
for produce1's to. For "8ixth industrialization of agricultureヘ a branding of the first p1'oduct is an 
important facto1'. The1'e have been various kinds of studies on b1'and so far. Howeve1', only a few 
studies demonstrate their brand building system fo1' agricultural products. This study aims to propose a 
b1'and building system of agricultural products by analyzing examples of the process of the previous 
studies on branding. Fi1'st, the brand building system is presented based on requirements of branding 
that were provided in preceding studies. This study is comparative analysis between the brand 
building system that author's study group supposed the rand building factor and the process that was 
identified from case studies of the agricultural product brand performs. Finally, the final model of brand 
building system of agricultural produce is proposed. 
Key words: Agricultu1'al products, 8ystem design, Bland building system 
1. はじめに
静岡理工科大学の所在地である静岡県袋井市には，メロ
ン，茶，米という 3 つの特産農産物がある . 筆者の研究室
では、これらの袋井市の特産農産物の加工販売を促進する












ーっと考えられている 3)0 JA 伊達みらい農業協同組合で



































ラウンメロンJ の 3 つのメ ロンに対して，調査 ・ 分析を行
いった。 これらの調査により明らかとなったマーケティン
グ活動とブランド化活動から，ブランド化要因を明らかと




















いく。システム設計要素は，機能， アウ ト プット，インプ




インプットは，アウ ト プッ ト として得たい産出物を得る
ために必要な投入されるモノやコ ト ，




ホッパー図は，図 1 のように示され， 5 つのシステム設
計要素を記入し，この図を基に実際のシステムを設計して
いく。
















4・1. ブランド ・ エクイティの要素
Aakerll) は，ブランド ・ エクイティの構成要素として，
ブランド ・ ロイヤリティ，ブランド認知，知覚品質，ブラ
ンド連想， その他のブランド資産の 5 つを示している。































ば「コカ ・ コーラ J と聞くと「コーラ」という商品カテゴ




最後に「その他のブランド資産J として，特許権 ・ 商標
権などでブランドを守り，取引関係において，ブランドカ
を強化することが可能となる。
このように， ブランド ・ エクイティの構成要素をブラン
ド ・エクイティ構築手順として考えると， (1) rブランド
認知」システム， (2) r知覚品質J システム (3) rブ
ランド ・ ロイヤリテイ j システム (4) rブランド連想j





f意味性J r選好性J r移動可能性J r適合可能性J r防衛































( 1) rブランド認知j システム
(2) r知覚品質j システム










② f意味性j は， r信頼感 ・ 安心感を連想、させるj。













う品質が重要であり，②「信頼感 ・ 安心感を連想、させるJ ，
と購入してくれた人に③「選ばれるだけの優位性を持たせ
る J ことが必要である。





















































6'1・1. ( 1 )ブランドを認知させるシステム
① 「覚えやすいブラン ド名を決める(岩IJる )J システムに
関して，
- 夕張 : 夕張市という名前が，炭鉱の閉鎖から有名に
・ アンデス:覚えやすい命名，さかたの種と各産地のプロ
モーション





えやすかったからであろう 。 他の 2 つのメロンを見ると，
地域名ではないが覚えやすい名称をつけることによって
認知に成功しているといえそうである。
6・1 ・2. ( 2) r知覚品質を認識させるJ
② f信頼感 ・ 安心感を連想、させるJ システムに関して




- アンデス : 作りやすく強い種による安定した品質(安心
ですメロン=アンデスメロン)
・ クラウン : 農家が自信を持って，英国皇室の認めた高
級メロンを作るという意職
③ f選ばれるだけの優位性を持たせるJ システムに関して
. 夕張 : 今までにない赤い果肉のメロン






6'1・3. (3) rブランド ・ ロイヤリティを持たせるj
⑤「そのブランドに求められる商品レベルにするJ システ
ムに関して
- 夕張 : 農協で決める厳重な品質基準と検査
・ アンデス : 農協による品質検査ライン
・ クラウン : 組合で行う厳重な検査
3 つに共通しているのは，外観の美しさの重視。箱や梱
包による高級感の訴求。
6'1 ・4. (4) rブランド連想を起こさせる J
@ r閉じプランド名を他のカテゴリーに使用するj システ
ムに関して




・ アンデス : ブランド名が種供給企業が決めたものである
ためか，他のブランドへの展開は見られなb 、。
・ クラウン メ ロンカレー，クラウンメ ロンマラソン，な
どの展開を試みている。
6'1・5. (5) rその他のプラン ド資産を保有するJ ⑥「ブ
ランドを模倣されないようにするj システムに関して
- 夕張 : 穫の交配を秘密にし，高い防衛性を備える。 個体
一つ一つに農家 ・ 産地ラベル
















































































図 3 農産物(メロン)ブラン ド構築システム
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